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２　笑顔がつづく健康がある

①　地域福祉の推進

２

得きっずカードの配布	 948万円
（担当：保健福祉課子育て・福祉グループ）

　高校生以下の子どもや、妊婦がいる世帯の生活を支援するために、町内ポイントカード会加盟店で使用
することができる「得きっずカード」を１世帯に１枚配布します。
　お買い物の際に「得きっずカード」を提示すると、実質10％のポイントがたまります。たまったポイン
トは、１ポイント１円として使用できます。
対　　　　　　　　象 高校生以下の子どもまたは妊婦のいる世帯
カ ー ド の 有 効 期 限 対象要件を満たさなくなるまで
ポ イ ン ト 付 与 率 10％（うち、町の割り増し分は９％）
割増ポイントの付与日 偶数月の下旬

割増ポイント付与上限
子ども１人世帯 ２万2500円分
子ども２人世帯 ２万2700円分
子ども３人以上の世帯 ３万1500円分

＜財源内訳＞
子ども夢基金　948万円

笑顔がつづく健康がある笑顔がつづく健康がある
２

掲載している事業以外の内容は、町ホームページで
お知らせしています。

ＱＲコードからリンク→
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２　笑顔がつづく健康がある

〈令和４年度　予算〉

２

子育て支援センターの運営	 847万円
（担当：保健福祉課子育て・福祉グループ）

　子育て支援センターは、親子で楽しめる季節に
合わせた行事や、保護者がリフレッシュできるイ
ベントを開催しています。
　また、保護者同士の仲間づくりができるようサ
ポートを行います。
　令和４年度は、室内遊具を更新します。
　コミュニケーションアプリ「ＬＩＮＥ」でイベ
ント情報の発信や行事の申し込み受け付けを行っ
ていますので、ご利用ください。

＜財源内訳＞
国の補助金	 252万円
道の補助金	 252万円
利用者の負担	 1万円
町の負担	 342万円

児童館の運営	 1037万円
（担当：保健福祉課子育て・福祉グループ）

　児童館は、主に小・中学生が楽しく安全に遊べ
る施設です。
　放課後の楽しい遊びや、季節のイベントをとお
して、友達づくり、能力の発達をサポートします。
　また、発達障がいや発達遅延が心配される児童
に対し、健全な育成を行うことができるよう子育
て支援アドバイザーを配置しています。

＜財源内訳＞
参加者の負担金	 1万円
町の負担	 1036万円

放課後児童クラブの運営	 971万円
（担当：保健福祉課子育て・福祉グループ）

　放課後児童クラブは、就労などにより昼間家庭に保護者がいない児童を対象に、児童館２階で児童の受
け入れを行っています。職員が見守りながら子どもたちに生活の場を提供し、健全育成を図っています。
　利用は事前登録制で、就労証明書などの提出が必要です。登録した方は、利用の有無にかかわらず月額
1500円の利用料がかかります。

＜財源内訳＞
国の補助金	 192万円
道の補助金	 192万円
利用者の負担金	 72万円
町の負担	 515万円
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２　笑顔がつづく健康がある

２

保育園の管理運営と病後児保育	 1億2348万円

誕生記念品のプレゼント	 185万円

幼児教育の無償化	 5506万円

高校生までの医療費無料化	 2055万円

（担当：保健福祉課子育て・福祉グループ）

（担当：保健福祉課子育て・福祉グループ）

（担当：保健福祉課子育て・福祉グループ）

（担当：住民課戸籍保険グループ）

○保育園の管理運営
　指定管理者（華園学園）に委託して保育園を運
営しています。令和４年度は、園児が有意義な屋
外活動ができるよう屋外遊具を新たに設置するほ
か、老朽化した屋内遊具の更新を行います。
○病後児保育（滝川市と連携）
　滝川中央保育所にある専用室（病後児保育室）
で、新十津川保育園に在園する児童の病気回復期
の保育を行います。

＜財源内訳＞
保護者の負担	 243万円
子ども夢基金	 1122万円
町の負担	 1億983万円

　子どもの誕生を記念し、母村・十津川村産のヒ
ノキを使用したおもちゃ（つみきセット、アニマ
ルカー、ままごとセットから１点選択）をプレゼ
ントします。
　また、１歳の誕生日には、キッズチェア（誕生
日と名前の刻印入り）をプレゼントします。

　令和元年10月から幼稚園、保育所、認定こども
園などを利用する３～５歳児と、住民税非課税世
帯の０～２歳児の保育料を無償としました（バス
の送迎費用や主食費などは、無償化の対象外）。
　これに加え、町は副食費を月額4500円まで助成
します。

【対象】
・３～５歳児
・住民税非課税世帯の２歳児以下
【その他】
・無償化には、申請の手続きが必要となる場合が

あります（一時預かり、認可外保育園など）

＜財源内訳＞
国の補助金	 2577万円
道の補助金	 1332万円
子ども夢基金	 264万円
町の負担	 1333万円

　北海道では、子育て世帯の経済的負担を軽減す
るため、就学前児童の入院・通院と小学生の入院
を対象とする医療費を助成しています。
　町では、助成内容を独自に拡大し、高校生まで
の医療費（保険診療分）を全額助成します。

＜財源内訳＞
道の補助金	 268万円
高額療養費保険者負担	 23万円
子ども夢基金	 1764万円

アニマルカー

ままごとセット

つみきセット

キッズチェア
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２　笑顔がつづく健康がある

〈令和４年度　予算〉

２

高齢者世帯などの除雪支援	 1035万円
（担当：保健福祉課子育て・福祉グループ）

　高齢者世帯などの冬期間の除雪作業の支援をす
るため、除雪費用を助成します。
○高齢者世帯などへの除雪費の助成
　世帯全員が70歳以上もしくは18歳未満で、かつ
町民税所得割が非課税の世帯に対し、居住する住
宅の間口除雪や屋根の雪下ろしを業者に委託した
場合、費用の半分を助成します（助成上限５万円）。
対象の年齢でない方でも障がいの区分によって、
対象となる場合があります。
○高齢者世帯の避難経路確保
　高齢者や障がい者世帯の冬期間の緊急避難路を
確保するため、11月～３月の期間、一定の積雪が
あった際に、玄関から道路までの人が通ることが
できる程度の幅の通路を月額２千円で除雪します。
　また、希望があれば１回750円でベランダや窓
（家の中で１カ所）を月に２回まで除雪します。

介護予防活動の推進	 1152万円
（担当：保健福祉課子育て・福祉グループ）

　高齢者が地域で積極的に介護予防の活動をする
ことを支援します。
　毎週、各行政区会館で「すまいるあっぷ」を開
催し、参加者の介護予防の場とともに、介護予防
サポーターの活動の場を提供します。
　また、通いの場を活用してリハビリ専門職によ
り指導を受ける「地域リハビリテーション活動支
援事業」、各種団体への介護予防の普及啓発のた
めの講座の開催により、介護予防を推進します。
＜財源内訳＞

空知中部広域連合からの負担金　1152万円

在宅生活支援用品購入の助成	 52万円
（担当：保健福祉課子育て・福祉グループ）

　福祉用具などの購入費用の一部を助成し、高齢
者や障がい者、その支援者の負担を軽減します。

【助成対象福祉用品など】
　・セラピー人形
　・階段昇降機
　・電動起立補助座椅子
　・電話防犯機器

セラピー人形 電話防犯機器

＜財源内訳＞
利用者の負担	 31万円
町の負担	 1004万円
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２　笑顔がつづく健康がある

②　健康づくりの推進

２

健康づくり対策	 496万円
（担当：保健福祉課健康推進グループ）

　「健康プラン新十津川」（町健康増進計画）に基づき、町民の皆さんが健康づくりに常に関心を持ち、
自ら健康増進に取り組んでいただけるよう、健康づくり対策を実施します。
　また、食の推進事業として糖尿病性腎症重症化予防対策や減塩対策などを重点に、食生活改善の意識向
上を図るための活動を推進します。

事業名 主な取組内容
減塩対策 減塩の普及啓発

健康度測定 自動血圧計の貸し出し、血圧手帳の配布、
健康機器による健康度測定

健康ポイントの活用 健診の結果説明を受けた方、健診後に努力
して成果を挙げた方にポイントを付与

糖尿病性腎症重症化
予防対策

人工透析を予防するため、訪問栄養指導を
実施

＜財源内訳＞
保険者の補助金	 48万円
町の負担	 448万円

障がい福祉サービス	 2億8660万円
（担当：保健福祉課子育て・福祉グループ）

　障がいのある方が安心して暮らせるよう適切な
サービスを提供します。

【主なサービスの内容】
・家事援助や身体介護などを行うサービス
・施設などで昼間の活動を支援するサービス
・住まいの場を提供するサービス
・就労の場を提供するサービス
・療育が必要な子どもへのサービス

＜財源内訳＞
国の補助金	 1億4210万円
道の補助金	 7105万円
町の負担	 7345万円

障がいのある方への生活支援	 1271万円
（担当：保健福祉課子育て・福祉グループ）

　障がいのある方が、地域で自立した日常生活や
社会生活を送れるよう支援します。

【主なサービスの内容】
・専門知識を持つ相談員による相談
・外出時の移動の支援
・一時的な見守り支援
・紙おむつや蓄尿袋などの日常生活に必要な用具

の給付
・創作活動・生産活動の機会の提供

＜財源内訳＞
国の補助金	 255万円
道の補助金	 221万円
町の負担	 795万円
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２　笑顔がつづく健康がある

〈令和４年度　予算〉

２

乳幼児健康診査・相談	 247万円

子育て世代包括支援センターの運営	 3万円

妊娠・出産への支援	 613万円

子ども法定予防接種	 2535万円

（担当：保健福祉課健康推進グループ）

（担当：保健福祉課健康推進グループ）

（担当：保健福祉課健康推進グループ）

（担当：保健福祉課健康推進グループ）

　乳幼児の健全な成長発達を支援するため、新生
児聴覚検査（初回検査・確認検査）費用の全額助成、
乳幼児健康診査・健康相談、歯科保健事業（フッ
素塗布やむし歯予防教室）を実施します。
　新たに、弱視の早期発見のために、３歳児健診
で屈折検査を行います。

＜財源内訳＞
国の補助金	 77万円
道の補助金など	 41万円
ふるさと応援基金	 129万円

　妊娠期から子育て期を安心して過ごせるよう、
保健師・栄養士が妊娠・出産・子育てなどのさま
ざまな悩みや相談に応じます。
　また、医療機関や子育て機関などと連携しなが
ら、切れ目のないサポートを行います。

＜財源内訳＞
国の補助金	 １万円
道の補助金	 １万円
町の負担	 １万円

　妊娠の届け出をされた方に、妊婦一般健康診査
費と超音波検査費各14回分を助成します。産婦健
康診査費は、２回分まで助成します。
　ゆめりあでは、妊娠中の健康や栄養などについ
て、保健師と栄養士が相談を行います。
　また、不妊治療をされている方への経済的支援
についても引き続き行います。

＜財源内訳＞
子ども夢基金	 516万円
町の負担	 97万円

　子どもの法定予防接種を指定医療機関で接種し
た場合、接種費用を必要な接種回数分、全額助成
します。
　令和４年度からは、子宮頸がんワクチンの接種
勧奨が再開することから、併せて平成９年度～平
成17年度生まれの女子（勧奨差し控え期間）の接
種についても、全額助成します。
　また、骨髄移植などの医療行為により過去に
行った予防接種で得た免疫が消失した20歳未満の
方に、予防接種費用を助成します。

＜財源内訳＞
ふるさと応援基金	 2535万円
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２　笑顔がつづく健康がある

２

新型コロナウイルス予防接種	 3873万円
（担当：保健福祉課健康推進グループ）

　新型コロナウイルス感染症の予防のため、ワクチン接種を実施します。
○接種券の配布
　ワクチン接種が無料で受けられる接種券を対象年齢区分ごとに順次送付します。接種は、町内の医療機
関などで受けられます。
○予防接種体制の整備
　事業実施のための人員確保やワクチン管理・保管のための物品の調達を行います。
○ワクチン接種証明書の発行
　電子版接種証明書を交付するためのデータベースの管理を行います。また、紙媒体での交付を希望する
方へは、随時証明書を発行します。

＜財源内訳＞
国の補助金	 3788万円
町の負担	 85万円

風しん予防対策	 243万円インフルエンザ予防接種の助成	 895万円
（担当：保健福祉課健康推進グループ）（担当：保健福祉課健康推進グループ）

　昭和37年４月２日～昭和54年４月１日に生まれ
た男性を対象に、風しんの抗体検査と予防接種の
全額助成を行います。
　令和３年度で終了の予定でしたが、令和６年度
まで３年間延長しました。抗体検査など未実施の
方へは、抗体検査と予防接種の無料クーポン券を
改めて送付します。
　なお、予防接種を実施する際には、事前に必ず
抗体検査を行う必要があり、検査で十分な抗体価
が確認された方は、予防接種の対象外となります。

＜財源内訳＞
国の補助金	 71万円
町の負担	 172万円

　インフルエンザ予防接種を指定医療機関で接種
した場合、妊婦、中学生以下の方の接種費用を必
要な接種回数分、全額助成します。
　また、65歳以上の高齢者は、１人当たり一律
1000円の自己負担額で接種できるよう助成を行っ
ています。

＜財源内訳＞
保険者の補助金	 109万円
町の負担	 786万円
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２　笑顔がつづく健康がある

〈令和４年度　予算〉

③　医療環境の充実

２

がん検診・ピロリ菌検査	 842万円
（担当：保健福祉課健康推進グループ）

　ワンコイン（500円）検診を継続し、すべてのがん検診を500円として自己負担を軽減します。また、町
独自に30歳代女性の乳がん検診とピロリ菌検査を実施します。
　令和４年度は、これまで秋の集団健診で実施していた子宮頸がん、卵巣超音波検査、乳がん検診を春の
集団健診で実施します。
【検診の種類】

検診名 内容 対象者
胃がん バリウム検査 30歳以上
肺がん 胸部レントゲン検査 30歳以上

大腸がん 便検査（潜血反応） 30歳以上
前立腺がん 血液検査 50歳以上の男性
子宮頸がん 子宮頸部細胞診 20歳以上の女性（２年に１度）

卵巣超音波検査 卵巣エコー検査 子宮頸がん検診受診者

乳がん マンモグラフィー検査
（30歳代はエコー検査も実施） 30歳以上の女性（２年に１度）

ピロリ菌検査 血液検査 20歳以上の未検査者
＜財源内訳＞

保険者の補助金	 13万円
受診者負担金	 115万円
町の負担	 714万円

後期高齢者医療保険の運営	 2億5380万円
（担当：住民課戸籍保険グループ）

　75歳以上の方と、65歳から74歳で一定の障がい
のある方が加入する後期高齢者医療制度は、道内
全ての市町村が加入する北海道後期高齢者医療広
域連合が保険者として運営しています。
　町は、保険証の発行や医療給付に関する申請の
受け付け、保険料の徴収などを担当し、町で収納
した保険料、事務費、医療費負担金などを運営費
として北海道後期高齢者医療広域連合に支払いま
す。

＜財源内訳＞
道の補助金	 2502万円
加入者の保険料	 9501万円
過年度保険料の還付	 10万円
町の負担	 1億3367万円

国民健康保険の運営	 2億7464万円
（担当：住民課戸籍保険グループ）

　国民健康保険は、北海道と本町を含む１市５町
で組織する空知中部広域連合が共同で運営してい
ます。
　保険運営を行う北海道や広域連合へ支出する負
担金や保険税の収納、保険税審議会の開催など保
険事業を安定的に運営します。
　医療費を削減するため、国保加入者の40歳～74
歳を対象とした特定健診の個人負担を無料としま
す。

＜財源内訳＞
国の補助金	 2421万円
道の補助金	 3385万円
加入者の保険税	1億7729万円
基金運用収入	 35万円
町の負担	 3894万円


